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研究の目的 

本研究は、鉄骨と木材による合成構造について、意匠

性や生産性を考慮し、耐震性や耐久性を有する構造シス

テムを提案し、その有効性や適用性を明らかにすること

を目的としている。 

先行研究において、木質面材と鉄骨骨組の合成耐力壁

を提案・実用化・製品化し、山梨県内や大分県内のテス

トフィールドで建設した（図 1）。これらの研究・開発に

より、合成接合部が、耐震性、意匠性、施工性、耐久性

に影響することが明らかとなった。そこで、本研究課題

では、基礎研究から実地研究を実施した。 

 

 

図 1 テストフィールドの試験建屋 

 

研究の内容 

鉄骨に木材をボルトやビス、接着剤で接合する工法を

対象とし（図 2）、構造性・耐火性・施工性・耐久性を対

象として、基礎研究、実用化研究、実地研究を実施した。 

 

 

図 2 木材と鉄骨の合成接合部の概要 

 

1) 基礎研究では、構造実験を通じて力学挙動や復元力特

性を分析し、加熱実験により木材の耐火被覆としの効果

を検討した。 

2) 実用化研究では、接合工法の加工・施工手順を整理し

た。耐火被覆の在来工法とともに、木材による被覆工法

を検討した。 

3) 実地研究では、北海道と大分の試験建屋で施工試験を

行い、耐久性評価のための暴露試験の環境を整備した。 

 

研究の成果、新知見 

1) 構造性に関する実験的研究（図 3-6） 

H 形鋼とみぞ形鋼を対象とし、木材をボルト接合して合

成構造とし、曲げ載荷実験を行った。実験結果より、重

ね梁と完全一体の力学挙動が観察され、耐力・剛性の向

上と座屈補剛効果を確認した。また、木材を接合するこ

とで、軽量みぞ形鋼のねじれ抑制に有効であった。 

 

 

(i) 終局状態 

 

(ii) 鉄骨のひずみ分布 

図 3 H 形鋼―木材の曲げ実験結果 

 

 

 
図 4 木造と鉄骨の合成構造の力学特性 
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図 5 軽量 H 形鋼―木材の曲げ実験結果 

 

 

 

図 6 軽量みぞ形鋼―木材の曲げ実験結果 

 

2) 耐火性に関する加熱実験（図 7） 

加熱実験では、鉄骨部材の耐火被覆に関する在来工法

と、木材による被覆工法を対象とし、耐火性に関する加

熱実験を行った。特に、地震時火災を対象として、被覆

材が被災し、損傷による隙間が耐火性や昇温特性に与え

る影響を実験対象とし、その変化を定量的に示した。 

 

3) 施工性と耐久性に関する実地実験（図 8） 

大分県別府市と北海道網走市のテストフィールドに建

設した鉄骨骨組に対し、木材（線材、面材）をボルトと

ビスで接合し、合成構造の試験建屋とした。工事を通じ

て、施工性について定性的に課題を整理した。 

 

 

図 7 在来耐火工法と木材被覆による鉄骨部材の耐火特性 

に関する加熱実験結果 

 

 

図 8 テストフィールドでの施工試験の様子 

 

今後の予定 

本研究課題では、全実験変数の一部のみにとどまって

おり、追加実験・検討を継続し、より最適な合成接合法

の確立を目指す。 

テストフィールドの試験建屋には、地震計や IoT 計測機

器を設置した。観測を継続し、合成接合部の経年変化を

観察・検討する。また、屋外暴露試験として、耐久性に

ついて実地研究を継続する。（図 9） 

 

 

図 9 試験建屋の観測体制 
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